
１番　実藤　輝夫　　議員 ４番　中島　秀樹　　議員
１．将来に亘る人口減少と財政悪化に対処 １．財政について
　する朝倉市の施策について 　(1) 財政は良い方向に向かう見通しがある
　(1) 朝倉市の課題と展望 　　のか
　　① 企業誘致と雇用促進について 　(2) 財政の持続性について心配はないのか
　　② 地場産業の育成、特産品開発について 　(3) 全体像を捉え、正確な見通しを持つこ
　　③ 甘木鉄道を活かした地方創生事業の加 　　とが必要である
　　　速化交付金不採択について 　(4) 優先順位をつけて資金を配分できない

　　か
２番　佐々木　明子　　議員 　(5) 高齢者医療や介護などの需要増加を抑
１．子どもの貧困対策について 　　制する政策的努力が必要である
　(1) 平成28年度の子どもの貧困対策におけ 　(6) 若者の定住がカギになるのではないか
　　る関係各課の連携について 　(7) 民間識者と行政の改革や効率化を議論
　(2) 就学援助について 　　したらどうか
　　 ① 平成27年度の受給者数について ２．筑後川水系ダム群連携事業に対する
　　 ② 平成28年度の認定基準について 　市の考え方について
　　 ③ 補助費目について 　(1) 事業内容が不明確である
　　 ④ 周知方法について 　(2) 筑後川本川から佐田川への導水につい
　(3) 「朝食いきいきシート」配布について 　　て、水質が心配である
２．放課後児童健全育成事業について 　(3) 生態系への影響が心配である
　(1) 朝倉市における学童保育の現状 　(4) 工事の影響が心配である
　(2) 放課後児童支援員について 　(5) 朝倉市にとって、この事業は地域のた
　(3) 放課後児童健全育成事業の指定管理導 　　めになるものなのか
　　入について

～　昼食　～ ５番　村上　百合子　　議員
１．災害に強い街づくりについて
　(1) 避難場所・避難施設の整備について

３番　冨田　栄一　　議員 　(2) 避難経路の整備と安全性について
１．学校づくりについて 　(3) 災害に対応できる市民への啓発運動に
　(1) ３月議会会議録より 　　ついて
　　① 「ＰＴＡ会長がそういう意見を申し述 　(4) 教育現場での避難訓練と安全性
　　 べられるということについては、教育委 　(5) 備蓄用品について
　　 員会としては甚だ遺憾に思っておる」の ２．学校教育行政について
　　 真意は何か 　(1) 子供の貧困について学校現場ではどの
　　② 手紙について「教育委員会としまして 　　ように捉えているのか
　　 は、そうではないと思われる箇所がござ 　(2) 誰もが安心して学べる環境整備につい
　　 いました」とあるが、具体的に、またそ 　　て
　　 の根拠を問う 　(3) 外国語教育・英語力の向上について
　　③ 議場における平成24年災害データの相 　(4) 英語検定試験への助成について
　　 違について 　(5) 武道教室について
　　④ １時間80ミリの降雨で、これからは ３．コミュニティセンター事業について
　　 「想定外」は言えない。教育委員会の見 　(1) 特色あるコミュニティ事業推進につい
　　 解を問う 　　て
　(2) 小中一貫教育について 　(2) 市から見たコミュニティ会長とは
　　① 文部科学省、平成27年７月の「小中一
　　 貫教育に適した学校施設の在り方につい
　　 て」をどう取り入れたか
２．財政見通しと甘木駅周辺の国道322号
　線のクランク解消について
　(1) 人口増、歳入増の政策にならないのか
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※一人の持ち時間は執行部の答弁を含め１時間で、午前10時から始まります。



１番　大庭　きみ子　　議員 ３番　和田　庄治　　議員
１．防災対策について １．災害対策について
　(1) 熊本地震を受けて、朝倉市の防災対策 　(1) 避難所となる施設について
　　にどう活かしていくのか 　(2) 耐震化について
　(2) 避難所設備の充実・福祉避難所の取り 　(3) 障害者の被災について
　　組み状況について 　(4) 日頃の備えについて
　(3) 自主防災組織づくりへの支援について ２．国民健康保険税について
　(4) 避難所運営の計画について（要配慮者 　(1) 国保税引き下げについて
　　等への対応） ３．十文字公園整備について
　(5) 防災士の養成と助成制度を 　(1) 総合的体育施設について
２．介護保険事業について
　(1) 介護保険事業の取り組みについて
　(2) これからの展望
　(3) 生活困窮者への介護保険料の軽減につ ４番　重松　一英　　議員
　　いて １．災害時における要援護者台帳の整備に
３．運動会における組体操について 　ついて
　(1) 組体操に適正な指導計画を 　(1) 平成25年度から避難行動要支援者名簿
　(2) 朝倉市の安全対策の考え方 　　の作成が市に義務付けられた。自主防災
　(3) 教員への研修計画について 　　組織や民生委員への名簿提供は
　(4) 運動会の開催時期について ２．孤立死防止策について

　(1) 高齢者の単身または老々世帯数につい
　　て
　(2) コールセンターへ直通の緊急通報装置
　　の普及率は

２番　鹿毛　哲也　　議員 　(3) 孤立死防止の取り組みは
１．人口減少対策について ３．民生委員の待遇改善について
　(1) 若い世代が住みやすくなるための教育 　(1) 激務で民生委員になりたくないという
　　重視の政策について 　　人が増えている。市の調査員としての報
　(2) 人口減少対策として本当に必要なこと 　　酬をアップしてでもカバーできないか
　　は何か ４．地方創生、まち・ひと・しごと
２．消防団について 　(1) グリーンツーリズムについて
　(1) 条例定数について ５．朝倉市の総合戦略について、人口減少
　(2) 各分団の現状について 　に対する取り組み、対策について
　(3) 消防団の在り方について 　(1) 若者定住住宅（添田町の例）
３．避難所について 　(2) 婚活について、市の支援策は
　(1) 地震時の想定について
　(2) オストメイト付きトイレ等災害弱者対
　　策について
　(3) 長期避難所生活者に伴う対策について
４．農地転用権限について
　(1) 制度の概要と今後の取り組みについて

～　昼食　～

平成28年６月定例会　一般質問通告事項 ６月22日（水）

※一人の持ち時間は執行部の答弁を含め１時間で、午前10時から始まります。


